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　本校では以前、はやぶさ2 の最初の地球スイングバイ時の1日分の受信データを分析し、通信周波数が

ドップラーシフトしていることを明らかにし、その原因が地球の自転から生じるはやぶさ2 との相対速度の変

化によるものだと結論づけた。今回はやぶさ2の 帰還に際し、最接近時の3日間に加え、地球から遠ざかり始

めて以降の9日間と前回よりもはるかに長い受信データを入手することが出来た。そこで地球の自転による大

きな影響に加え、地球とはやぶさ2の公転による相対速度の変化がもたらすドップラーシフトへの相対的に小

さな影響に関しても定量的な分析に挑戦した。
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